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variant Readings,eds By A Koyrc&I B Cohcn,Cambridgc 1972
USP:]神″ι′おみιグSc・J`″r′ε)"ιβ ρ/おααε Ⅳ`″ゎれ,cd byA R Hall&M.B Hall,Cambridgc
1962
ライプニツツ :
GM=G Wl Lcibniz,ルをr/7`″α′おε力ι Sc力′′
`″
,hrsg von C I Gcrhardt,Bcrlin 1848-Hallc 1863.
GP:G W Lcibniz,DJι′力′あs9ρ力Isσ″ι″Sc力′′′″,hrsg.von C.I.Gcrhardt,Berlin 1875-90.















































































法へと拡張した一一 を引きつつ、最後の点をすでに1671年に執筆 した論文 (「方法論」)で
扱っていることを強調している (′ι″ )。
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9)「事実に基づ く証拠から、私はニュー トンが微積分算の最初の [¨]発見者だったと認めて
いる。 [. ]¨この計算の第二の発見者ライプニッツはニュー トンから何かを借 りたのではな
いか [. ]¨」 Zレιαι b″ッおs′″ブグθsθθ77sだルッ
“
″gα′ο gη″′″′εα a″′θχ,London 1699,p 18









































































たのは、パリ滞在期 (1672年3月 1676年H月)、 とりわけ最初のロンドン訪問からパリに
13)Vgl J.E Hofmann,DたE′お″た〃″′gFg`sc力たみた ″θ″ι″ら″7zsc力ι″ンИ″′力ι″α′ル ″クカ″″′des
И崚 ″″α′′ιS Pα″お
`′
672-767θ,Minchcn 1949,S14;Lebcn und Werke von Gottfried Winhelm
Lcibniz Eine Chronik,Bcrichtct von K,Miller und KIonncrt,Frankhrta M.1969,S 32.
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解析について」)においても、この点に関して、「超越的な問題を計算によって扱うために





























































33)ULC Add.39684185■(ニュー トン自身の証言)Quatcd by D T Whitcsidc,“Ncwton














































































′力s′ο7q′た Cαたノ霞α″′JなCο′`q′rara′Dθッι′9ρ″`″,Ncw York 1959,p202
―-27-―






























Ci J E Forcc,“Ncwton's God of Dominion:Thc Unity of Ncwton's Thcological,Scicntinc,and





グお′αε Ⅳι″わ′'sηりιο:Oy,Drotrecht/Bsoton/London 1990,pp 781
Ci′ら′,p96,n 12
Yahuda MS 15 5 Cited by F E Manuel,7/7′R′′ぼο′げおααι Ⅳθ″ゎ″,Oxford 1974,p21
Ciめ″,p136 なお、次の論考 もユニテリアン (アリウス派)としてのニュー トンの神概































































































































57)Dc Gandt,9 εJ′,pp 224f高橋同書pp 2091参照。
58)′らた湾,p 425:ナ6ヨ民II,pp 464
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前掲論文Nc前on's Got of Dominion(pp 83‐90)が優れた洞察を加えている。
62)近年の発見 (1967年のフェルマンの発見)によると、興味深いことには、『プリンキピア』
刊行年 (1687年)にライプニッツ自身も、この書の幾何学を代数学に書き換える試みを行っ




































65)カロリーネとライプニ ッツについては、たとえば次の ものを参照。ttι ιαι″レCレ・tθ
Cο′″ψο′″″
`ι










































































の点、たとえばHブレーデカンプ (原訳)『モナ ドの窓』産業図書、2010年、pp 199-222参
照)。 ただし、後に触れるように当地のアカデミーがその後のライプニッツ派の拠点となる。
浩渤で充実した伝記を一つのみ挙げるとすれば、それはこれまで折々に参照してきたエイ ト





































72)クラークは国教会牧師にして神学者であったばか りか、ニュー トン同様、ユニテリアンで も
あった。 Cf 刀を 二′jb′″―C:α
“
睦 Cο‐T pヽο″′ι″ε′,cd by H G Alcxandet New York 1976
(Rcp■),p xi


























74)この点、D KubHnの論考 “Ncwton and thc Cyclical Cosmos:Providcncc and thc Mcchanical





p五ncipc du maillcurにはかならなかった (GP V1 41)。ライプニッツはそれまで折に触れ、
「神の知性のうちには」現実世界以外にあらゆる可能世界が存在し (GP H 42,54)、「神は行
為の際、最善を選択せざるをえないようにつねに決定されている」(GP H1 58f)と語 り、神
は創造時に可能世界のなかから最善世界を選択し、そうして成立したのが現実世界だと主張













方、スピノザの実体論は神を唯一実体、自己原因 (causa sui)と定義し (『エチカ』第一



















































ン、フンボル ト大学)での筆者の講演参照。J.Matsuyama,Gott als Hcrr des Scins.Zum
Bcgriff Gottcs bcirn spatcn schclling ln:β
`′
ノン′r Sc力ι〃7rg Sttι″,Bd 9,Bcrlin,S.128-142
―-39-―
